
日
枝
神
社
山
王
稚
児
行
列
の
御
案
内

美
し
い
日
本 

子
供
の
笑
顔

　
六
月
、東
京
の
初
夏
を
告
げ
る「
山
王
祭
」に
あ
た
り
、六
月
九
日（
日
）正
午・午
後
二
時
半
に「
山
王
稚
児
行
列
」を
行
な
い
ま
す
。

可
愛
ら
し
い
稚
児
装
束
に
身
を
包
ん
だ
お
子
様
が
境
内
を
練
り
歩
き
、神
様
の
お
恵
み
を
頂
き
ま
す
。幼
い
日
の
良
き
思
い
出
と
な
る

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
、お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　  

令
和
六
年
四
月

御
崇
敬
各
位

一
、日
　
　
　
時

一
、受
　
　
　
付

一
、児
童
年
齢

一
、募
集
人
員

一
、準

備

物

一
、奉
仕
初
穂
料

日

枝

神

社

宮

司

宮

西

修

治

日
枝
神
社
氏
子
崇
敬
会
長

小
池
百
合
子

〒
100-
0014電  

話
〇
三  

三
五
八
一
　
二
四
七
一
（代）

F
A
X
〇
三  

三
五
八
一
　
二
〇
七
七

U
RL http://w

w
w
.hiejinja.net/

（
地
下
鉄
、
赤
坂
見
附
・
国
会
議
事
堂
前
・
溜
池
山
王
下
車
）

記

各
回
三
十
名

申
込
書
に
記
入
の
上
、郵
送
ま
た
は
F
A
X
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

（
定
員
に
な
り
次
第 

締
切
り
ま
す
の
で
、お
早
め
に

お
申
込
く
だ
さ
い
。）

一
、申
込
締
切

令
和
六
年
五
月
三
十
一日（
金
）

◎
更
衣
所
及
び
行
列
参
進
の
同
伴
は
お
子
様
一
名
に
つ
き
、大
人
一
名
迄
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　（
社
殿
内
に
は
他
ご
家
族
様
も
お
入
り
頂
け
ま
す
。）

カ
メ
ラ
マ
ン
同
行
可（
但
し
更
衣
所
、社
殿
内
の
同
行
及
び
撮
影
は
不
可
）

き
り
と
り
せ
ん

日
枝
神
社
山
王
稚
児
行
列
奉
仕
申
込
書

お
子
様
フ
リ
ガ
ナ

性
別
年
齢

〒

身
長

お
付
添
様
氏
名

住
　
　       

所

電
　   

話

奉
仕
お
子
様
氏
名

男
女

男
女

男
女

cm cm cm

右
の
通
り
参
加
申
込
み
ま
す

年
　
　
月      

日

お
申
込
人
御
住
所 

〒

芳
　
名

電
　
話
　  

　（
　
　
　
）

印

日
枝
神
社
山
王
稚
児
行
列
係 

行

さ
ん
の
う
ま
つ
り

ち
ご
ぎ
ょ
う
れ
つ

ご
希
望
の
回
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。　
正
午
　
・
　
午
後
二
時
半

令
和
六
年
六
月
九
日（
日
） 

正
午
・
午
後
二
時
半（
二
回
執
行
）　

白
U
首
シ
ャ
ツ（
下
着
）、白
足
袋
、草
履
又
は
、白
靴
下
、運
動
靴
、

脱
い
だ
服
を
入
れ
る
袋
等
。

正
　
午
　
の
　 

回
　
： 

午
前
十
時
半
よ
り
午
前
十
一時
迄
。

午
後 

二
時
半
の
回
　
： 

午
後
一
時
よ
り
午
後
一時
半
迄
。 

各
回
右
記
の
時
間
内
に
受
付
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
及
び
更
衣
は
日
枝
神
社
社
務
所
に
て
行
い
ま
す
。

お一人 

壱
万
円
也 （
祈
祷
料
、稚
児
装
束
料
を
含
む
）

当
日
受
付
に
て
お
納
め
く
だ
さ
い
。

男
女
と
も
三
才
〜
七
才
ま
で

（
平
成
二
十
九
年
〜
令
和
三
年
生
ま
れ
の
お
子
様
）

千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
十
番
五
号
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